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前年度の課題
への対応

●防火防災訓練災害補償等共済制度掛金、長野県消防防災航空隊市町村負担金について、
内容を精査し、Ｈ２７年度から危機管理室で予算計上することとした。

消防事務費 業務委託

実施義務 その他（内部事務等） 国県補助

③ 合計コスト（①＋②） 3,235,0003,218,252

●事業の実施内容（DO）

2,468,229

[単位：円]

経常経費

② 人件費 800,000

2,426,569
0

2,435,0002,418,252

一部委託

2,468,229
2,426,569

ア）コストの推移 ＊この事業にかかる費用（人件費は、1人あたり年間800万円で換算）

2,418,252
29年度

① 直接事業費

28年度
2,435,000

2,800,042

0.10

99.7% 100.5%

800,000

意　図

＊29年度に、いつ・どこで・誰が・何を・どのように行ったか、という具体的な内容

３

自然環境と暮らしが調和した、安全・安心なまち

政　　策 施　　策

事業の実施内容

30年度(予算）

なし

なし

●報酬（消防賞じゅつ金等審査員報酬）●需用費（消防事務用消耗品）●通信運搬費（各種通知郵送料）
●使用料及び賃借料（防火水槽敷地等借り上げ料）●臨時職員賃金、社会保険料

目
的
体
系

基本目標

消防・救急体制の充実

事業の概要等 ＊対象者（誰のため)、意図（どのような状態にしたいのか）

事業の概要
（簡潔に）

市民の安全・安心な暮らしの確保を図るため、内部的、定型的な事務処理と消防体制確保
のための市民サービス。

目
的

27年度

対象者 市民

区　分

消防水利体制や航空消防体制の確保を図り市民の安全を守る。

29 年度

１次評価日（主幹等）

評価対象年度 平成

２次評価日（課長等）

課等

安全・安心な暮らしの確保

94301

増澤　亘司作成者総務部 消防課

コード

事務事業評価表（内部管理事務等）

事業名

担当部課

消防事務

部等

事業概要

根拠法令

予算科目

④ コストに関する補足説明

2,806,000
特定財源 566,355 426,527 325,740 429,000

3,268,229 3,226,569

2,892,512

前年度比 98.7%

財源
内訳

一般財源 2,701,874

0.10
800,000

0臨時的経費

＊特定財源の説明 財産使用料、行政財産管理収入

正規職員の人数（人）

＊臨時的経費の説明

0.10

0

800,000
0.10

様式第３号



イ）負担金、補助金、交付金の状況

７

８

件数

ア)の①に含まれる負担金
等合計金額及び割合

合計金額 0 0 0 0
割合 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

0

防火防災訓練災害補
償等共済制度掛金

件数 0

件数

金額

件数

金額

金額

0 0 0
金額 0 0 0 0

[単位：件、円、％]

負担金補助金 27年度 28年度 29年度 30年度(予算）
長野県消防防災航空
隊市町村負担金

件数 0 0 0 0
金額 0 0 0

継続して実施
９ 施策評価による30年度の優先度

*H28年度施策評価表より転記すること
Ａ次年度の方針

具体的な課題と改善

課
　
題

●次年度の計画（PLAN）

●改善の内容（ACTION）

（事務を正確に実施し、少ない費用で効率的に事業を行う上で、現在課題になっていること）

特になし

改
善
方
法

（上記の課題をふまえて30年度以降に実施する、具体的な改善の内容）

改善開始時期


